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会議名称 開催日時 開催場所

会議内容

１　事例紹介

意見１ 回答１

障害等のある人のおむつを取替えるためにも、ユニバーサル 意見を踏まえ、検討していく。

シート（大型ベッド）の設置をお願いしたい。避難場所としての

観点からも設置をしてほしい。

エレベーターの仕様について11人乗りとあるが、車椅子の利用だけ

でなく、ストレッチャー型の仕様をお願いしたい。みんなに開かれた

エレベーターの選定をしてほしい。

意見２ 回答２

ユニバーサルデザインについて、事例の学校で工夫している点はあるか。 エレベーターの設置や、段差のないフラット

な状態で移動ができるように配慮した点で

ある。

意見３ 回答３､4

事例については教室が仕切られていて、従来の学校と同じだが、 設計事務所が関わった事例を紹介した。

モジュール（８ｍ×８ｍ）はもう決まっているのか、今後それ以外 意見を踏まえて、検討していく。

の方式の事例が紹介されたり、検討ができるのか。

意見4

経験から3階建てで中庭がある事例が子供たちにとっては有効と考える。

全体のスペースの問題もあるが、3階建てでできないか、オープンな

空間ができないか。

意見5 回答４

七小・九小の計画と事例の計画の規模の差はどの位か。 紹介した事例は、2校とも児童数が多く

延床面積1万㎡超ある。

児童数について下記の通りである。

中原小　827人（令和４年）

美南小　1340人（平成25年）

２　避難所としての整備

意見１ 回答１

女の子とその父親がトイレを利用したり等、男女をわけないトイレを 意見を踏まえ、検討していく。

検討してほしい。

意見２ 回答２

医療機器に対しての非常用電源の充実を求める。 意見を踏まえ、検討していく。

議題

１　事例紹介
２　避難所としての整備
３　浸水対策
４　校舎等の配置計画

公開・非公開の別 公開

傍聴人 0人

出席者

（委　員）下条委員、小須田委員、岩井委員、藤井委員、城所委員、中村委員、木内委員、星野委員、
　　　　　石井委員、相澤委員、半田委員、内野(雄)委員、千葉委員、吉田(真)委員、別所委員、
　　　　　蓑田委員、内野(孝)委員、本田委員
（事務局）小俣教育部長、小野教育部参事（教育指導課長事務取扱）、斎藤教育総務課長、
　　　　　菅野指導担当課長、中橋教育施設担当課長、遠藤公共施設等マネジメント課長
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３　浸水対策、４　校舎等の配置計画

意見１ 回答１

校舎計画地を底上げ（盛土）するのか。 さらなる底上げは考えていない。

現在の地形を活かした計画を考えている。

意見２ 回答２

放課後子ども教室はどの位置に入るのか。 放課後子ども教室は学校内に入れる配置を

検討していく。

意見３ 回答３

今の位置だと体育館は底上げするのか。 体育館が高い敷地内に納まるかどうかは

現在検討中であるが、建物自体に水が入

らない等の構造計画にしていくことも

考えている。

意見４ 回答４

普通教室はどこにくるのか。 関連諸室と連携した位置に配置していく。

具体的な場所は今後検討していく。

意見５ 回答５

校庭は浸水する想定か。 浸水の可能性はある。時間とともに水が引き

避難する際、浸水しているところを入るのか。 グラウンドが使えると考える。避難は西側と

北側からを想定している。

意見６ 回答６

グラウンドの高低差に対するバリアフリーの対応はどう考えているか。 スロープを設置する等配慮していく。

５　その他

意見１ 回答１

プールはどこになるのか。 現在全体の小中学校のプールのあり方を

検討している。全体の方向性を検討してい

く中で、七小に反映していく。

意見２ 回答２

モデルケースになるようなオープンな作りを目指してほしい。 意見を踏まえ、検討していく。

・第4回統合検討会議：4月下旬またはゴールデンウイーク明け
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